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金沢大学十全医学会稚誌 第88 巻 第1 号 13 - 3 7 (1 9 7 9)

生体胸管の Ⅹ 線学的考察

- リ ン パ 管造影法 を利用 し て
一

金 沢 大学 医 学部放射線医学教室 ( 主任 : 高島 力教授)

宮 谷 博 久

( 昭和 54 年1 月 6 日 受付)

なお 本論文の 要旨は , 第67 回 日本医 学放射線学会中部地方会に て 発 表 した .

K i n m o n t h 法
.J 2J
に よ っ て 報告さ れ た 直接 リ ン パ 管

造 影法 は . 肉眼 解剖学 的研究 に た よ らざ る を得 なか っ

た リ ン パ 系 の 研 究 を生体で ､ そ の 動態的､ 形 態 的 な観

察下 で の 研 究 へ と 発 展させ た . 従 っ て 胸 管も同様 に そ

の 生体 で 生理 的 な流れ に よ っ て 観 察可能 と な っ た .

胸 管 は下肢 , 腹 部等の リ ン パ 系を統合 し静舵系に 導

びく 人 体申最大 卜 最 長の リ ン パ 本幹 で あ る . 発 生学 的

観点か ら論ず る と . 下等脊椎動物 に な っ て 始め て リ ン

パ 洞 の 形 成が み ら れ 上 進 化に 伴 い 脊椎下 リ ン パ 洞が 2

本の 胸 管と な る ･ 爬虫類 , 鳥類 で は通 常左右2 本の 胸

管が み ら れ 噂乳 類以 上 に お い て は 1 本 の 胸管と な り .

人 体で は 右鯉 弓動脈由来の 胞 大動脈 の 消失に 伴 っ て 右

側胸 管 は消失 し . 左 側胸 管だ けが 残存す る様式 が 一 般

的な 形 態 で あ る
3 卜 5J

. しか し なが ら右側胸管の 過 残様式

に よ っ て は , しば しば 破格( V a ri a ti o n ) と し て 認 め ら

れ る ･ ま た乳 ビ槽 は脊椎下 リ ン ′ヾ洞の 尾方適 残と 考え

ら れて お り ･ そ の 過 残部位は 乳 ビ槽 の 解 剖学的位置関

係 を支配 す る
3】

.

以 上 の 様 に 胸管 は 乳 ビ槽を起始部と し左内頸静脈およ

び 左 鎖骨 下静脈 の 合す る静脈角 に 開口 し . そ の 走 行中

には縦隔リ ン パ 節や鎖骨上窟リ ン パ 節 と も密 接な 関係 を

持 っ て い る ･ 従 っ て 縦 隔 内各種疾患 なか ん ず く 悪 性リ

ン パ 腫症 や癌 の リ ン パ 節転移 の 症 例 に お い て 胸管の 状

態 を 知る こ と は臨 床上重要で あ る . しか しな が ら個 体

差 が か な り認 め ら れ る管で あ るた め生体内で 順行性 に

造 影 す る こ と に よ っ て
. そ れ らの 関 係や 破格を熟知 し

て お く こ と は 臨 床 上 , 必 要で あ る . 以 上 , 縦 隔 リ ン パ

系 の 病的状態 を理 解す る た め の 基本で あ る正 常胸管の

形 態 の 認 識 は臨 床家 に と っ て 重 要で あ る .
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そ こ で 本研 究 は Ki n m o n th 法の リ ン パ 管 造 影法 を

用 い 第1 に胸管の 形態的観察と して , 胸管の 全 体像 , 乳

ビ槽 ,
S e g m e n t al pl e x u s f o r m a ti o n , 終末 部 に つ い

て , ま た縦 隔 リ ン パ 節. 鎖骨 上窟リ ン パ 節の 描出に っ

い て . そ れ ぞ れ Ⅹ 線学 的に 検 討し た . 第2 に 破格 を持

た な い 正 常型胸 管の 生体内に お け る走 行状態を性別 ,

年令 別 , 大 動脈 延 長の 程度別 , 胸廓巾の 大小別の 4 つ

の 観点 か ら Ⅹ 線解剖学的 に 観察す る目的 で 胸管 と 胸

椎 お よ び大動脈と の 距離 を計測し統計処理 を加 え る こ

と に よ っ て 分析 した .

研 究 方 法

1 . リ ン パ 管 造 影 の 手技

本 研 究 に 使 用 し た リ ン パ 管 造 影 方 法

は , K i n m o n th 法に 準 じて 行 っ た . 患者 を背臥位に し

両側と も母 址 と 第2 址 の 址 間 皮下 に 色素剤 ( P a t e n t

b l u e V 液 あ るい は 0 . 5 % E v a n s b l u e 液) を 約2 rn.e 注

射 す る ･ 約1 5 分後 . 足 背 . 第 1 あ る い は 第 2 中址骨 上

の 皮 下 に 局 所麻酔 を行 い 縦 ま た は横切閲 し色素に 染 っ

た リ ン ノ ヾ管 をみ つ け る . 周辺 の 脂肪 や結合織 を充分剥

離 し リ ン パ 管造 影用 27 G 貿 状針を リ ン パ 管 内 に 穿 刺

し固 定す る . 葉状針 を造 影剤注 入器に セ ッ ト し油性造

影 剤 . L i pi o d ol u l t r a fl u id の 注 入を開 始す る . こ の

油 性 造 影 剤 は ヨ ー ド化 ケ シ 油脂 肪酸 エ チ ル エ ス テ ル ,

ヨー ド含量 38 W ノW % で あ る . 注入器 は電動式自動注

入 器 を 用 い2 k g / C m
2
の 圧 力で 毎分約0 .1 mL の 速 度 で

両 側 10
～ 1 4 m上の 造 影剤 を注入し た . 撮 影は 造影剤注

入 終 了 直 後 お よ び 24 時間後 に 施行さ れ , そ れ ぞ れ胸 部

正 側 . 腹部正 面 と両 斜位 , 骨 盤正 面 Ⅹ- P を撮 影 し た .

T h e r a d i o l o gi c s t u d y o f t h o r a ci c d u c t i n t h e h u m a n o n l y m p h o g r a m s . H i r o h i s a
M i y a h n i ･ D e p a r t m e n t o f R a d i o l o g y ･ S c h o ol of M e di ci n e

, K a n a z a w a U ni v e r sit y ( D i r e ct o r ;
P r o f ･ T ･ T a k a s h i m a M . D .)
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直 後像で は 主に リ ン パ 管像が得 ら れ . 2 4 時 間像 で は

主 に リ ン パ 節像を得 る こ と が で き る . 撮影 に 使用 し た

X 線発 生装置 は東芝勉 K X O -1 5 , 管球 は東芝製 D P X ･

9 1 3 , 増 感紙 は極光 L T ･2 を使用 し . F F D 1 50 c m , 胸部

正面 Ⅹ
･ P は管電 流200 m A . 管電圧 95 K v p . 6 / 1 2 0i n p

で 撮影 し , 胸 部 他面 Ⅹ-P は 管 電流 100 m A , 管 電 圧

95 K v p , 8 / 1 2 0i n p で 撮影し た .

Ⅱ . 対象

1 . 胸 管の 形態に 関す る 観察

昭和 42 年 4 月 か ら 昭和 53 年3 月 ま で の 期間に 金沢

大学医学部放射線科で 施行さ れ た Ki n m o n th 法 リ ン

パ 管造影 396 例 の う ち リ ン パ 管造影上異常 が み ら れ

ず , か つ リ ン パ 管造影で 得 ら れた 胸部正側 Ⅹ- P 上 . 胸

管 の 走 行が横 隔膜 の 高さ か ら静脈流入部 ま で 確認 可能

な 120 例 を研 究対象 と した . 男 53 例 . 女 67 例 で あ る .

年 令分布 は表1 に 示 し た .

2 , リ ン パ 節描 出に関する観察

対象 は 1 の 胸管の 形態に 関す る観察で 用い た 対象と

同 じ で あ る .

3 . 胸 管の 走 行位置に 関す る観察

上 記 した 1 の 胸管 の 形態 に 関す る観察 で 用 い た対象

の う
イ

ち胸管に 破格 を有す る症例 24 例 を 除外 し た 96 例

を 対象 とし た .

Ⅲ . 観 察項 目 , 統計的処理 に つ い て

1 . 胸管の 形 態 に 関す る観察項目

1 ) 胸管の 全体像の 形態

2 ) 乳 ビ槽の 位 置

3 ) S e g m e n t al p l e x u s f o r m a ti o n

4 ) 胸 管終末部 の 形状

2 . リ ン パ 節描 出に関す る観察項目

1 ) 縦隔 リ ン パ 節描出 に つ い て

2 ) 鎖骨上寄リ ン パ 節描出に つ い て

3 .

~
胸 管の 走 行位置 に 関 す る 観察項目

胸管 の 走 行位置 を調 べ るた め に胸椎を基準と し て 正

T a b l e l : S e x a n d a g e o f th e c a s e s .

r 叫 e
S e x M a l e F e m a l e

く 1
.
9 4 2 .

2 0 - 2 9 6 6

3 0 - 3 9 6 7

4 0 - 4 9 5 7

5 0 - 5 9 1 8 】2 0

6
_
0 - 6 9 8 1 4

. 7 0 く ¢
.
~ ′.

1 1■

でO t a l ,

■■■5■3 ･ 6う

面 像 お よ び 側面 像で 図1 - a , 図 2 ･

C の 如 く 計 測 し 得 ら

れ た結果に つ い て は 性別. 年令別 , 大動脈延 長の 程度

別 . 胸 廓巾の 大小別の 観察項目別 に 検討 し た .

ま た 大動 脈 の 延 長 の 進行 に よ っ て 胸部大動脈 と胸管

の 位 置 関係 が どの 様 に 変化 す る か を知 る目的 で 胸部大

動脈 を基準 と した 胸管の 走行を正面倣 お よ び側面像で

図 1 - b . 図 2 - d の 如く 計測し , 大動脈 延長 の 程度 に 分 け

て 比較換言寸し た .

1 ) 性別 男性 , 女性

2 ) 年令別

3 9 才以 下 , 4 0 才か ら 59 才ま で t 6 0 才以 上 の 3

段階 に 分 け検討 し た .

3 ) 大動脈延 長の 程度別

通常 , 大動脈の 延 長を 客観的に 評価 す る 基準 は な

い た め に , 本研 究 で は次の 様 に して そ の 評価 を し た .

胸 部正面 X - P に お い て 個々 の 胸椎左縁 か ら胸部大

動脈左縁 ま で の 距離 を計測 し . そ の 平均値と標準偏

差 を 加 え た 数 値 が 2 . 7 c m 未 満 の 症･ 例 を

m il d , 2 .7 c m か ら 3 . 5 c m 未 満 の 症 例 を

m o d e r a t e , 3 .5 c m 以 上 の 症例 を s e v e r e と 分 類 し

た . す な わ ち 椎体 か ら胸部大動脈 まで の 距離 t お よ

び大動 脈 の 蛇 行 の 2 っ の 因子で 大動脈延長 の 程度を

Fi g . 1 .
T h e m e a s u r e m e n t s e c ti o n o n A - P v i e w ･

*

T D : th o r a ci c d u c t
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Fig ､ 2 . T h e m e a s u r e m e n t s e c ti o n o n l a t e r al v i e w .

T a b l e 2 : S e x a n d d e g r e e o f t h o r a c i c w i d th .

S e x

Th o r a ci c
W 用t h

M dl e F e m al e

A - P

Vl e W

N a r r o w _ 6 4 4 50

椚 d e 3 5 皿 4 6

L a t e r
･

a l

Vl e W

N a r r o w ロ 41 4 8

椚d e 34 14 4 8

T a b l e 3 : A g e a n d d e g r e e o f a o r ti c e l o n g a ti o n .

A o r t i c A g e

S Cl e r o sうs

< 39 4 0 - 5 9 6 0 く

Mう
1

1 d 21 4 l 26

M o d e r a t e 8 2 0 1 2 40

S e v e r e ロ 皿 1 8 30

30 3 5 3 1 9 6
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評 価 し た . な お 2 . 7 c m . 3 .5 c m と い う m i ld .

m o d e r a t e , S e V e r e と そ れぞ れ の 群を 区分 し た 数値

は絶対的 な基準で はな く統計的に 比 較検討 しや す く

症 例 が 片寄 ら な い 様に 設定 した 数値で あ る .

4 ) 蜘廓横従 お よ び前後径の 大小別

胸部正 面 Ⅹ･ P で 第8 胸椎中央の 高 さ で 胸 廓 の 構

繕 を 計測 し , 平 均 値 27 . 4 c m よ り 大 き い 症 例 を

W i d e
, 小さ い 症 例 を n a r r o w と し , 正面像に お ける

胞 管と 胸 椎と の 関係 が そ れ に よ っ て どの 様に 変化す

る か を 検討す る の に 使用し た . ま た胸部側面 X ･ P で

は第 8 胸 機中央の 高さ で そ の 前縁か ら最短の 胸骨 後

血ま で の 距 離を 計測 し . そ の 平均値12 . 5 c m よ り 大

き い 症例 を wi d e , 小さ い 症例 を n a r r o w と し 側面

像に お け る胸管と胸椎と の 関係 がそ れ に よ っ て ど の

様 に 変化す るか を 検討す る の に 使用し た .

良2 , 点3 に 観察項目別の 症例数 を示し . 性別と 胸廓

巾の 大 小別 , 年令別 と大動脈延長の 程度別 と の 相関々

係 に つ い て言己載 し た .

実際の 計測 に は ノ ギ ス を用 い 1/ 2 0 m m の 精 度 で 測

定 し1/ 1 0 m m の 位 まで 記載 した . ま た胸管の 走 行経過

中 に p l e x u s を 形成 してい る郎放 で は
,
主幹を有 し て い

る p l e x u s は主幹 を計測の 対象 と し . 主幹を有 さ な い

p l e x u s は 計測 の 対象 か ら除外 し た .

4 . 統 計的処理方法

平均値 主 = 法 Ⅹi

分散 S 2 = よi蔓1( Ⅹト 音)
2

標準 偏 差 S =ノよ
i蔓1( Ⅹi

- 斎) 2

棲準 誤 差 S 更 = 某
標準 鮎 率 盲詰×100( %)

平 均 値 の 比 較 t =
7宗袈

t く 2 . 0 有意差 な し

t > 2 . 0 有意の 差 く危険率 5 % )

t > 2 . 6 甚だ 有意の 差 ( 危険 率1 % )

お の お の 観 察項目で 分類 し た群に つ い て . 個 々 の 胸

椎 の 高さ で 平均値 を算出し有意差判定 を行 な っ た .

結 果

Ⅰ . 胸管の 形 態 に関す る 観 察結果

1 . 胸 管の 全 体像の 形態 ( 図 3 . 表 4 )
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破格 を持た な い 胸管 は 正 面像 ( 写 真 1 ) に お い て は

ぼ 正 中線上 に 位置 す る乳 ビ槽か ら単 一 管 と して 始 まり

大動脈裂 孔 を 通 り . さ ら に 上行 す る に 従 っ て 徐 々 に 左

方 に 位置 を変え 大動脈 弓 の 高さ で 僅か に 右方 に 偏 じ ,

第 2 胸椎 の 高さ ま で 適 す ると 急峻 に 左方に 偏伍 し左静

脈 角 に 入 る . 側面 像で は乳 ビ槽か ら単 一 管と し て 始 ま

っ た胸 管は椎体の 前方数 m m あ る い は 椎 体前方部 と

重な る 様に して 上行 し, 第 4 胸椎 の 高さ で 大動脈と交

叉 す る た め に や や後方に 位置 を変え . それ より 上方 で

は 急 笹前方 へ 偏位 を示 し左静脈角 へ 入 る . こ の 様な 破

格 を 持 た な い 形 状 を 呈 し た 症例 は 120 例 申 96 例

( 8 0 .0 % ) に 認め られ 正常型 ( t y p e I ) と し た . な

お 96 例申1 5 例 に は 胸 管 走 行 中 pl e x u s f o r m afi o n

( 後述) を 有し た . 破格を 持 っ た胸管 ほ 24 例 ( 2 0 . 0

% ) に み ら れ . こ れ をそ の 走行形態か ら 5 つ に 分類 し

た . 右側塾 ( ty p e Ⅲ) ( 写 真2 ) は 単 一 胸管 で あ るが

右 側静脈系 に 開口 す る型 で 1 例 ( 0 . 8 % ) に し か み ら

れ な か っ た . 完全重複型 ( ty p e Ⅲ) ( 写 真 3 ) は左右

両側胸管と も残存す る型 で あ り 1 例 ( 0 . 8 % ) に 認 め

た . 不 完全重複型 の う ち Y 型 の 形状 を 示 し . し か も左

右 両 側の 静脈系 に 流入す る左 右 Y 型 (t y p e Ⅳ) ( 写

真 4 ) は 12 例 ( 1 0 .0 % ) に . 左右胸管と も 左側 の 静

卜
1

n
ハ
Ⅵ

¶
‖ⅤⅢ

ヽ
-
-
∫
J
ノ
Ⅱ

.

′
-

･

1
1

!
･
･

f
‥

Fi g . 3 . T y p e o f v a ri a ti o n o f th o r a ci c d u c t ･

脈 に 流 入 す る 左 Y 型 ( t y p e V ) ( 写 真 5 ) は 6 例

( 5 . 0 % ) に 認 め ら れ た . 逆 Y 型( t y p e Ⅵ) ( 写 真6 )

は 4 例 ( 3 .3 % ) で あ っ た .

小括 : 胸管の 走 行を 形態別 に 6 分類 し た . 単 一 胸管

で 左側静脈系 に 流入す る 正常型 ( t y p e I ) は

96 例 ( 8 0 . 0 % ) , 破格 は2 4 例 ( 20 .0 % ) に み

られ ,
そ れ は右側型 ( t y p e Ⅱ) 1 例 , 完全 重複

型 ( t y p e Ⅲ) 1 例 , 左右 Y 型 (t y p e Ⅳ) 1 2

例 . 左 Y 型 ( t y p e V ) 6 例 , 逆 Y 型 (t y p e

Ⅵ) 4 例 で あ っ た .

2 . 乳 ビ 槽の 位 置 ( 表 5 )

対 象 12 0 例 の う ち , 乳 ビ槽 を X ･ P 上確認 し得 た 症例

は 6 8 例 ( 56 .7 % ) で あ っ た . 6 8 例申 48 例( 7 0 . 6 % )

は 第1 腰 椎上線か ら第2 腰椎下線 まで に 位置 し . 第12

胸 椎 の 高さ に は1 8 例 ( 26 . 5 % ) . 第 11 胸椎で は 2 例

( 2 . 9 % ) で あ っ た . 第2 腰 椎下縁 よ り下方 に 位置し

た 症 例 は認 め られ なか っ た .

小括 : 乳 ビ槽 は第1 腰椎か ら 第2 腰椎 ま で の 高 さ

に 位置 す る頻度が高 い . ま た 第2 腰椎下線 より

下方 に 位置す る もの はみ られ な か っ た .

3 . S e g m e n t al pl e x u s f o r m a ti o n ( 図 4 . 衰6 )

胸 管 は そ の 走 行中に pl e x u s を 形成す る こ と が し ば

し ば認 め られ ,
そ の 形状と して 主幹を 有す る型 と 有さ

な い 型 に 分板で き る . 対象 12 0 例中3 1 例 ( 2 5 . 8 % )

に p l e x u s の 形成を 認 め た . そ の う ち 7 例 は2 ヵ 所 に

存在 し , 計 3 8 部位 に Pl e x u s を認 めた . 主幹を 有す る

形状 を示 し た p l e x u s は 2 1 部位 . 主 幹 を 有 さ な い

p l e x u s は 1 7 部位と 若干主幹 を持 っ pl e x u s が 多く み

ら れ た . ま た p l e x u s 形 成を み た 31 例 中15 例 は 重 複

胸 管で あ っ た . 重複胸 管症例 23 例 中15 例( 65 . 2 % ) ,

単 一 胸 管症例 97 例 中16 例 ( 16 .5 % ) に pl e x u s が み

られた .

山

方 , 破椅･を有する胸管では24 例 中16 例( 66 .7

% ) に み ら れ , 破格胸管 に 高頻度に み ら れ た こ と に な

る . pl e x u s の 位置 が解剖学的 に 胸管の 走 行 中 ど の 高

T a b l e 4 : C l a s s i丘c a ti o n o f th e p a tt e r n s o f T D v i s u ali z e d b y l y m p h o g r a p h y ･

T D p a t t e r n 笠;ぎ F r eq u e n cy
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ロリp l l c at うo n T
D

a . c o mp l e t e ( Ⅲ )

b . j n c o mpl e t e

l . Y sh a p ed T D

ei th e r T D e m p t y i n g i nt o ri g h t s i d e d v ei n ( TV)
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2 . i n v e r t e d Y sh ap e d T D ( Ⅵ)
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さ に 存在す る か を検討す る為 に 第 4 胸 椎下線 まで に 位

置 す る もの ( 上位) . そ れ よ り 第7 胸 椎ま で に 位置す る

も の( 中位) . そ れ以 下 の もの ( 下位) の 3 っ に 分 けた .

( 境 界線上に 位 置 す る pl e x u s は pl e x u s の 範囲が 長い

部位 に 入れ た . ) pl e x u s が 上位 に 位置 し た も の が 14

例 , 中位 13 例 ･ 下位 11 例 と 明らか な差 異 は認 め 得な

か っ た .

小括 : 胸 管 走 行 中 に P l e x u s 形 成 を み る 症例 は

25 ･ 8 % に 謹 め られ . 主幹 を有す る型 は主幹を有

さ な い 型 に 比 べ 若干多か っ た . ま た 重複胸管 に

T a b l e 5 : P o s iti o n o f c i s t e r n a c h yli .

P o s i ti o n N o
. o f c a s e s

L e v e l Th 1 1 2 ( 2 . 9 %)
L e v e l Th 1 2 1 8 ( 26 . 5 %)

L
l t
O L 2 4 8 ( 70 ･ .6 %)

T o t a 1 6とi

w i t h息d｡Ct W i
.
th ｡ ｡ t息n d｡ Ct

F i g . 4 . S e g m e n t al pl e x u s f o r m a ti o n .
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高頻度 に 存在し た ･ pl e x u s 形成の 解 剖学的位

置 に 特徴 は見 出せ な か っ た .

4 ･ 胸 管終 末部の 形状 ( 図 5 , 蓑7 )

胸 管終末郎は重 複開口 が し ば しば 認め られ
, し か も

頚 部リ ン パ 本 軌 鎖骨下 リ ン パ 本幹と の 合流あ る い は ,

そ れ ら に 逆 流す る こ と さえ あ り 終末部 の 解剖 を Ⅹ_ P

上 正 確 に 把達す る こ と は極め て 困難で あ る . よ っ て 終

末郎の 形状 を で き る だ け簡単に 単管開口 . 重 複開口 ,

3 重 複開口以 上あ る い は p l e x u s 形成を み る も の , 以上

3 っ に 分類 し検討 を加え た ･ 対象120 例 の う ち全体像

の 観 察 で 左右 Y 型 ( ty p e Ⅳ) を 示し た12 例の 存在 の

た め t 計1 3 2 部位の 終末軌 こ つ い て 観察し た . 単 管開

口 は 38 部 位 ( 28 ･ 8 % ) ･ 重 複開口 は 15 部位 ( 11 . 4

% ) ･ 3 重 複関口以 上 あ るい は pl e x u s 形成 は 81 部 位

( 61 . 4 % ) で あ っ た .

小括 : 胸 管終末部を単管開 口 ･ 重複開口 . 3 重複開

口以 上 あ る い は pl e x u s 形 成の 3 っ の 形状 に 分

頓 し た ･ 3 重 複関口以 上あ る い は p l e x u s 形 成

を 示 す 形状 の 頻度が多く , 単管開口 , 重 複開口

の 順で あ っ た .

Ⅱ ･ リ ン パ 節描出に関 す る観 察結果

1 ･ 縦 隔 リ ン パ 節描出に つ い て ( 表8 )

リ ン パ 管遺影後 24 時間像で 縦隔 内の リ ン パ 節 が 描

出さ れ る こ と は よ く み ら れ る ･ 対象 12 0 例 申 30 例

( 2 5 ･ 0 % ) に 描出さ れ , 正 常型 ( t y p e I ) 胸管で は

96 例中1 9 例 ( 1 9 ･8 % ) で あ っ た の に 反 して 破格を 持
つ 胸 管で は2 4 例 中11 例( 4 5 ･ 8 % ) と 高頻度 に描出さ

れ た ･ S e g m e n t al pl e x u s f o r m a ti o n と 描出さ れ た リ

ン パ 節 と の 関 係 を みる と ･ 3 0 例 中29 例 ( 9 6 . 7 % ) ま

で が p l e x u s 形成と 同じ解剖学的位置 に リ ン パ 節 が 描

T a b l e 6 : C l a s s ほ c a ti o n o f p l e x u s f o r m a ti o n .
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出さ れ , こ れ らの リ ン パ 節は 胸管の 介在 リ ン パ 節と 考

え ら れ る . 他の 1 例は右†馨気管リ ン パ 節 が描出さ れ た症

例 で あ っ た .

小括 : 破 格 を持 っ 胸 管の 縦隔 リ ン パ 節の 描 出率 は

45 . 8 % で ある の に 反 し て 破格を 持た な い 胸 管

で は 19 . 8 % と 低 い . 1 例 以 外 は S e g m e n t al

p l e x u s f o r m a ti o n と 同じ位置 に リ ン パ 節描 出

｢ r r 『
認舘 ｡己;ごE三言s

m o r e th a n th r e e c h a n n e l s

(i n c l u di n g pl e x u s f o r m a ti o n)

F i g . 5 C l a s s i a c a ti o n o f t e r m i n al b r a n c h i n g

p a tt e r n .

T a b l e 8 : M e d i a s ti n a1 1 y m p h n o d e s v i s u ali z a ti o n .
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を み た .

2 . 鎖 骨 上宿 リ ン パ 節描出に つ い て ( 表7 )

前述 した 胸 管終末部 132 部位 の う ち7 7 部位 ( 58 . 3

% ) は鎖骨 上高 リ ン パ 節が描出さ れ た . 単管開口 を示

し た終末部 38 部位で 3 部位 ( 7 . 9 % ) . 重 複開口 で は

15 部位 申7 部位( 46 .7 % ) , 3 重複 開口以 上 ある い は

pl e x u s 形 成 の 81 部位中67 部位 ( 82 . 7 % ) に 鎖骨上

高 リ ン パ 節 は描出され 開口 数が多 い 胸管終末郎 に 描出

率 は高 い .

小括 : 鎖 骨 上 高リ ン パ 節の 描出頻度 は終末胸管 の

関 口数 が多 い 方が 高 い .

Ⅲ . 胸 管の 走 行位置 に関 す る観察結果

1 . 正 面像に つ い て

そ れ ぞ れ の 観察項削こ つ い て は , 胸管か ら胸椎左線

ま で の 距離( 図 1 - a) の 計測 に よ っ て 得 られ た 結果に つ

い て 検討 し た . 更 に 3 ) 大 動脈延 長 の 程度別に つ い て

は胸 管か ら大動脈左緩ま で の 距離( 図 トb ) の 計測に よ

っ て 得 られ た結果 に つ い て も検討を加え た .

1 ) 性 別 ( 図 6 , 統計値 は衰9 に 示 し た . )

男女 間 の 平均値 の 有意 差検定 の 結果 T h 4 . T h 5 ,

T h 6 . T h 9 の 高 さで 有意の 差が み ら れ T h 5 , T h 6 は甚

だ有意の差であ っ た . 図 6 ( 性別) で も 明ら か な様 に 正面

優 に お い て 男性胸管 は女性 に 比 べ 正 中よ り位置 し , 胸

椎 と重 な っ て 走 行す る傾向を示 した . 特 に T b 4 か ら

T h 9 の 高さ で そ の 傾 向が 強 い と 考え ら れ る .

2 ) 年令 別 ( 図 6 , 統計値 は表10 に 示し た .)

平均 値の 有意差検定 に お い て 3 9 才以下 の 群 と 40 才

1 0 m

X : 1 ef t ed g e of e v e ry th o r a c うc sp l n e -

Y : d うst a n c e い仰l ト

Fi g . 6 . D i s ta n c e b e t w e e n T D a n d t h o r a si c s pi n e o n A
- P v i e w ( m e a n ) ･
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か ら 59 才ま で の 群 と の 問に は T h 2 . T h 6 . T h 7 の 高

さ で 有意の 差 が み ら れ , T h 6 で は甚 だ 有意 の 差 で あ

っ た . 40 才か ら 59 才ま で の 群 と 60 才 以 上 の 群 と の

間 に は . T h 8 の 高 さ に の み 有意 の 差が み られ た . ま た

39 才 以 下 の 群 と 60 才以 上 の 群 と の 間 に は T h 6 .

T h 7 . T h 8 の 高さ で 甚だ 有意の 差 が み られ た . 図 6 ( 年

令) で 示 した 如 く 平均値 の グ ラ フ は 60 才以 上の 群で

は 胸管の 走 行に 蛇 行 が みら れ . 年令 が若く な る に 従 い

胸 椎と 重 な り . し か も直線的な走 行 を示 した .

3 ) 大動脈延 長 の 程度別 ( 図 6 . 図 7 . 統 計 値 は 表

11 , 表12 に 示 し た .)

胞管と 胸 椎と の 関係 に より 得 られ た結果 は , 大動脈

延 長 の mi 1 d 群と m o d e r a t e 群と の 問の 平均値の 有意

差検定 に お い て T h 3 , T h 6 , T h 7 の 高さ で 有意の 差が

み ら れ t
m o d e r a te 群と s e v e r e 群 で は T h 7 . T h 8 で

甚だ有意 の 差 , m il d 群と s e v e r e 群と の 問で は Th 3 ,

T h6 . T h 7 , T h 8 . T h 9 の 高さ で 有 意差 が あ り T h6 .

T h 7 .
T h 8 は甚だ 有意の 差で あ っ た . 図 6 ( 大動脈 延

長) で 示し た如 く s e v e r e 群 の 胸管の 走行は蛇 行 が 著

し く大 動脈 延 長が 軽度と な る に 従 い 胸管は正 中よ り に

位置 す る傾向 を示 し椎体と重 な っ て 走 行 す る 様 に な

る . 有意差 か らみ ると 胸管は T h7 を申JL ､と し た高さ で

10 n ¶

X : l e f t b o r d e r o f t h o r a ci c a o r t a .

Y : di s t a n c e ( m m) .

F i g . 7 . D i s t a n c e b e t w e e n T D a n d th o r a ci c a o r t a

d u e t o th e d e g r e e o f a o r ti c el o n g a ti o n o n A
-

P v i e w ( m e a n ) .
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特に 大動脈 延長 に よる 影響 を受 けや す い . こ れ ら の 結

果 は年令別 で 検討 した 結果と類似す る .

胸 管 と胸 部大動脈と の 関 係 に よ り得 られ た 結果は .

胸 管と胸部大動脈 と の 距離 を計測 で 垂 る T h 4 か ら

T h l O ま で の 範 囲 で , m i ld 群 . m o d e r a t e

群 . s e v e r e 群 の 3 著聞に お い て す べ て に 甚 だ 有意 の

差 が み ら れ た . 図 7 に お い て も同様 に 大動脈延長が進

行 す る に 従 い 胸 管の 走 行は胸部大動脈左線と の 距離が

徐 々 に 増す 傾向 を示し て い る .

4 ) 胸 廓梯径 の 大小別 ( 図 6 . 統計値 は表13 に 示 し

た . )

平均値 の 有意差検定 の 結果 . 胸管構径の W i d e 群 と

n a r r o w 群と の 間 に は い ず れ の 高さ に お い て も 有 意

の 差 は 認 め られ なか っ た . 図 6 ( 胸 廓 巾) を み る と

W id e 群 は n a r r o w 群 に 比 べ 軽度蛇行す る 傾向を示 し

て い るが , 統計的な有意差 はな い .

小括 : 正 面優 に お け る 胸管走 行の 観察結果 を ま と

め ると
, 男性胸管 は僅 か で はあ る が 女性 に 比 べ

正 中よりを克行する傾向を示した . 加令 に 伴う 大

動脈 の 延 長に よ っ て 胸 管もま た胸 部大動脈が移

動す る 方向, す なわ ち左方 へ 移動 し蛇行を も示

す . そ の 変化の 最 も著し い の は T h 7 を中心 と し

た部位で あ っ た . し か し なが ら胸 管か ら胸部大

動脈左緩ま で の 距離は大動脈の 延長が 進 む に つ

れ 徐 々 に 広が る . す な わ ち胸管は胸部大動脈 の

移動 に つ い て ゆ けな い と い う 結果 も同時に 得ら

れ た . ま た胞 廓槙径の 大小 に よ っ て 胸管の 走行

に は有意な所見 は得ら れ なか っ た .

2 . 側面 優 に つ い て

そ れぞ れ の 観 察項目 に つ い て は , 胸管か ら胸椎前縁

ま で の 距 離 ( 図 2
-

C ) の 計測に よ っ て 得ら れた 結果に つ

い て 検討 し た . 更 に 3 ) 大動脈延 長の 程度別 に つ い て

は 胸 管か ら胸 部大動脈後線ま で の距 離( 図2 ･ d ) の 計測

に よ っ て 得 られ た結果 に つ い て も検討 を加え た .

1 ) 性別 ( 図 8 . 統計値は 衰14 に 示 し た .)

平均値 の 有 意 差 検 定 に お い て T h 6 . T h 7 , T h 8 .

T h 9 , T h l l で 有意差 がみ ら れ . T h 6 , T h 7 は 甚 だ 有

意 の 差 で あ っ た . 図 7 ( 性別) で も 明 らか な様 に 側面

像 で は 男性 胸 管 は女性胸管に 比 べ 胸 椎の よ り 前方 へ 離

れ て 走 行 す る 傾向を示 した .

2 ) 年 令別 ( 図 8 . 統 計値は 蓑15 に 示し た .)

3 9 才以 下の 群 と 48 才か ら 59 才ま で の 群 , 4 0 才 か

ら 59 才ま で の 群 と 60 才以上 の 群, そ れ らの 間に は平

均値 の 有意差検定 の 結果 , 全走 行 に わ たり 有意差 は認

め られ なか っ た が
, 3 9 才以 下の 群と 60 才以上 の 群 と

の 問 に は T h 2 . T h 9 . T h l l の 高さ で 有意 の 差 が み ら



20

れ た . 閲 7 ( 年令) か ら は特別 な所見 は見 出せ な い .

3 ) 大 動脈 延長の 程度別 ( 図 8 , 図 9 , 統 計 値 は 表

16 . 表17 に 示 し た . )

胸 管と胸 椎 と の 関係に よ り得 ら れ た結果 は平均値の

有意差検定 に お い て , m il d 群 と m o d e r a t e 群 で は

T h 4 , T h l l で 有意の 差 が み ら れ た が . m o d e r a t e 群

螢
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生体胸管の Ⅹ線学的考察

と S e V e r e 群 と の 間 に は胸管の 全 走行 に わ たり 有意差

はなか っ た . ま た m il d 群 と s e v e r e 群 と の 間 に は

T h 4 で 甚だ 有意の 差 , T h 9 で 有 意の 差が 得 られ た . 図

8 ( 大動脈延 長) で み ると Th 4 . T h 5 の 高さ で 大動脈

延長が 進 む に 従 い 胸管と椎体と の 距離 は徐 々 に 狭く な

21

り , 胸 管 は より 後方に 位置す る 傾向を示し て い る .

胸 管 と胸 部大動脈 と の 関 係 に よ り 得 ら れ た 結果

は , m il d 群 と m o d e r a t e 群と の 間 に は 有意差 は ど の

高 さ に お い て も み ら れ な か っ た . m o d e r
･

a t e 群 と

s e v e r e 群 と の 間で は T h 5 で 有意の 差 , T h 6 , T h 7 で
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甚だ 有意の 差 が 認 め ら れた . ま た m il d 群 と s e v e r e 群

と の 間 に は T h 5 , T h 6 の 高さ で 甚だ 有 意 の 差 で あ っ

た . 図9 は 大 動脈延長が進行す る に 従い 胸管の 走 行 は

胸部大動脈後経 と の 距離が 徐 々 に 増す傾向を示し た ･

4 ) 胸 廓前後径 の 大小別 ( 図 8 , 統計値 は表 1 ･8 に 示

し た .)

n a r r o w 群と w i d e 群 との 間で 平均値の 有意差検定

を行う と T h 2 , T h 5 , T h 7 . T h 8 , T h 9 , T h l O , T h l l

の 高さ で 有意 差 が み ら れ , T h 2 , T h 6 . T h 7 . T h 8 ,

T h 9 .
T h l l は甚 だ有意 の 差で あ っ た . 図 7 ( 胸廓巾)

で 示し た 側面 像 に お け る 胸管 の 走 行 で W i d e 群 は

n a r r o w 群 と 比 較し て 胸椎 の よ り前方 へ 離 れ て 走 行

す る 傾向 を示 し , こ の 結果 は性別に よ っ て 得 ら れた 結

果 と 類似 し , そ の 差 は より 顕著で あ る .

′ト括 : 側面像 に お け る胸管走行の 観察結果 を ま と

め る と . 男 性お よ び胸廓前後径の 大き い 群が胸

椎前線 か ら離 れ て よ り前方 を走行す る傾向を示

し た . 胸管 は加令に よ る大動脈 の 延 長が 進行す
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る に 従 い , 胸 部大動脈 が移動す る方向 . す な わ

ち よ り後方 を走 行す る 傾向に あり t そ の 変化は

T h 4 . T h 5 の 高さ で 著しか っ た . しか しな が ら

胸 管か ら胸 部大動脈後縁 ま で の 距離 は大動脈 の

延長 が進 行す る に つ れ 徐々 に 広が る と い う 結果

も 同時に 終 ら れ た .

考 察

Ⅰ . 胸管の 形 態に関す る 観 察

破格と い う 点 で リ ン パ 系 は他 の 臓器を しの ぎ , 胸管

に お い て も同様 に 多く の 破格が認め ら れ る . 胸管 は起

始 部 の 乳 ビ槽か ら単管で 上行 し静脈角に 開口す る左 側
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胸 管( 正 常型 ,
t y p e I ) が 最 も多く み られ ,

そ の 頻度 C h a
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8) の 84
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OI の

に よ っ て 破格 の と らえ 方に 多少 の 違 い は あ るが , 本研 85 . 2 % と い う 報告が あ り . はぼ等 し い 結果と い え る .

究 に 従 っ た 左 側胸 管 の 頻度 は . X 線 学 的 研 究 で は
⊥方正常 型 以 外の 20 .0 % の 胸管 は い わ ゆ る 発生学的
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観 点 か ら破格 として 扱か い ,破格の 分類別頻度 は右側静

脈系 に 開 口 す る右側塾 (t y p e ‡) は 0 . 8 % . 左右独立

し た胸 管を 形成し . そ れ ぞ れ左右の 静脈系に 関口す る

完 全重複塾(t y p e Ⅲ) は 0 . 8 % . 不 完全 重複型 の う ち

左右 の 静脈 系 に 開口 す る 左右 Y 型( t y p e Ⅳ) は 10 . 0

% ･ 両 方 の 胸 管と も に 左側静脈系 に 関 口 す る 左 Y 塾

( t y p e V ) は 5 .0 % . 逆 Y 型 ( ty p e Ⅵ) は 3 . 3 %

に み られ た 一 文献上 , 右側型胸管の 頻度 は Ⅹ 線学的研

究に お け る C h a 6I の-0 . 8 % . K a u s el
81
の 2 % に し か

み られ ず 肉眼 解剖学的研 究に お け る 忽 那ヰや 平城
射
で は

認 め られ て い な い . す な わ ち右側型胸管は頻度 と して

は極め て 少 い 破格 で あ る . 完全 重複 型 は C b a
6】
の 2 . 5

% の 報告だ け で あ り右側型胸管同様少 い 破格 と考え
_
ら

れる ･ 左 右 Y 型 で は 忽 那
ヰ】
の 2 .9 % . 平 城

8I の 3 .7

% , C h a
8)
の 2 . 9 % , C eli s

T O)
の 1 例 が 報告 さ れて い る

が ･ そ れ ら と 比較 す る と 本研 究で は10 . 0 % と多 く み ら

れ た ･ ま た 左 Y 型 が 分類さ れて い る報 告 は み あ た ら

ず ･ 胸 管終末部 の 一

亜 型 と み なさ れて い る の か も しれ

な い ･ 本研 究 で は 終末部の 分枝 は 1 椎休を越 え な い も

の と 規定 し ･ そ れ以 上長い 分岐は左 Y 塾 に 分類 した .

逆 Y 型 で は C h a
別
の 2 . 5 % . 忽 肘} の 10 .6 % , 平城9 )の

1 1 ･1 % . K a u s el
8】
の 1 4 % と 報告 に よ っ て 多少差 が

認 め ら れ . 本研 究 に お け る 3 .3 % の 頻度 は他 の 報告と

比 べ 少か っ た . 以 上の 様に 本研 究の 胸管の 全体像の 形

態に つ い て の 頻度 は 他の 報告と 比較す る と , 逆 Y 型 が

少く 左右 Y 型 が 多 い 印象 を受 ける . ( 表19 ) しか し例

数 が少 い の で 数字と し て の 比 較 はむず か し い .

胸 管起始部で あ る乳 ビ槽 の 形状 は紡錘状 を呈 す る こ

と が多 い とさ れて い る が ,
′ト嚢状 ∴ 規葉状 , 網状を 呈

す る こ と も し ば しば あ る
9Jl lJ

. し か し Ki n m o n th 故 に
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よ る リ ン パ 管造影法で し ば し ば乳 ビ槽 の 正確な形状 を

確 認 で き な い こ とが あ り位置の 確認 の み に と どめ 形状

に つ い て は検討 し なか っ た■. 対象 12 0 例 の う ち 56 .7 %

に 乳 ビ槽の 確認が 可能セあ っ た . W i r th
7)
は 87 % に

確 認 し得 たと 報告し て おり . 本研究 に 比 べ 良 い 成績で

あ る が リ ン
パ 管造影法 に 遠い はな く , そ の 原 因 に つ い

て は 明らか で な い ト 通 常 , 乳 ビ槽の 高さ は 腎動脈分岐

部 か ら腹 腔 動脈分岐部 の 高さ に 位置す る が , より 高他

に 位置す る こ と もま れで はな い . 椎体の 高さ で 言 えば

第 1 腰 椎 か ら 第 2 腰 椎 の 間 に 存 在 す る 頻 度 が 高

い
4 けj9 = 口

. 本研 究 に お い て も7 0 . 6 % が こ の 範囲に 乳 ビ

槽が確認 さ れ は ぼ同様の 結果 と い え る . し か し な が ら

第 2 腰 椎下線 か ら下部に 存在 す る乳 ビ槽が な か っ た と

い う点 に つ い て は注 目す べ き で あ る . 忽那巾は犬猪に お

い て は第3 腰 椎以下 に 存在す る頻度 が 多 い こ と を 示

し , 人 で は 2 .1 % に 第3 腰 椎の 高さ に 存在 した と 述 べ

て い る .

胸 管 は そ の 走 行 中 に し ば し ば p l e x u s を 形 成 す

る . C h a
8J
は こ れ を s e g m e n ta l p l e x u s f o r m a ti o n と

表現 し , 忽 那
3I 4J

, 平城
鋸
は鳥形成と呼ん で い る . 本研 究

に お い て は対象 120 例 中31 例( 25 . 8 % ) 古手p l e x u s の

存在を み た . 同じ Ⅹ 線学的研究 の C b a
8】
は1 8 .1 % で あ

り 肉眼 解剖学的研究で あ る忽 那
41
の 5 0 % , 平城の 55 . 6

% と 差 が あ る . X 線上描出しえ な い pl e x u s の 存 在 が

考 え られ る数字 で あ ろう ∴ 通 常 pl e x u s は 1 個所 .
に み

ら れ る こ と の 方 が 多 い が 蝮数 で み ら れ る こ と も あ

る . pl e x u s 形 成を み た31 例 申12 例 ( 3 8 .7 % ) は2

個 所の 存在 を 確認 し た . C h a 即 は 25 . 0 % に 2 個所 に み

ら れ たと 報告 して い る . p l e x u s の 形成位置 は僅 か に

高位に 多 く み られ た . しか しな が ら 若干高位 に 少か っ

たと す る C h a
別 の 報告や また 55 % 高位 に 存 在 し た 平

城
9】の 報告 も あ る . こ う い っ た ば ら つ き も Ⅹ 線上描 出

し得 ない た め に 生ず る と考え られ る .

胸 管終末部 は そ の 形状 に つ い て Ⅹ 線 学的 に 観察 す

る に は限 界が あ る , そ の 原因 と して 終末部の 解剖上 の

変化 を Ki n m o n th
lJ 2J
の リ ン パ 管造 影法で 忠 実 に 描 出

で 重 な い 点に あ る . す なわ ち終末部 に は症 例 に よ っ て ,

左鎖骨 下 リ ン パ 本幹 や頸リ ン パ 本幹等 と合流 して 静脈

へ 流人す る V a ri a ti o n が 多く み ら れ , ま たそ れ らの リ

ン パ 系 へ 造 影剤が 容易 に 逆流し た り す る た めで あ る .

ま た 造影剤の 畳 や 撮影 の タ イ ミ ン グに よ っ て も終末部

の 全部の リ ン パ 管が造影で き た か ど う か判定が む ず か

しい . 以 上 の 様な 理由 に よ っ て 胸管終末部 は肉眼解剖

学吟研究が主洩と吾え る . 本研 究で は胸菅終末部 の 開

口 様式を単轡関 口 , 重複開 口 , 三 重後閑口以 上 あ る い

は pl e x u s 形成 をみ る も の , 以 上 3 分類 した . そ れ ぞ れ

3 1 .7 % , 1 1 . 4 % , 6 1 . 4 % で あ っ た . 通 常 日本人は

単 管で 左 静脈角に 開口 す る様式が最も多 い と言わ れ て

い る
3 仰
が , 文献 的 に み ると単管開口 の 頻度 は Ⅹ 線学 的

研 究で は C h a
6)
の 2 0 % , P o m e r a n z

12 )
の 4 2 . 5 % で

あ る の に 対し て . 肉眼 解剖学的 研 究 で は . 久 保りI の

6 7 .5 % , 黒 須刷 の 61 . 5 % , 忽那
4Iの 臥 3 % . 豊 田

l 別の

80 .6 % . 胎 児 を 扱 っ た平城
8Iの 7 0 . 4 % . ブ ラ ジ ル 人 に

っ い て 検討 した Z o r z e tt o
1 6J
の 8 4 .3 % , ア メ リ カ人で

は G r e e n 丘 el d
1 7)
の 8 9 . 4 % が あ げ られ る . こ の 様に 両

研 究間 に は大き な差が み ら れ胸管終末郎 の Ⅹ 線 に よ

る観 察が い か に 不確実で あ る か理 解 で き ,
こ の 研究の

結果 も こ れ を裏 づ ける もの で あ っ た .

Ⅱ . リ ン パ 節描出 に関す る 観察

リ ン パ 管造影 に お い て 縦隔内に 存在す る リ ン パ 節 .

鎖 骨 上 窟リ ン パ 節が描出さ れ る こ と は よ く 認 め ら れ

る . 縦 隔 内の リ ン パ 節 の描 出様式と し て , 胸管 の 走 行

経 過 中に 存在す る pl e x u s と 一 致し た 部位 に み ら れ る

場合と , 気管支縦 隔 リ ン パ 本幹の リ ン パ 節の 様 な解剖

学上胸管と直接関連を持た な い と さ れ て い る縦 隔内の

リ ン パ 系 の リ ン パ 節が描出さ れ る場合と 2 っ が あ げ ら

れ る . C h a
6】
は縦隔 リ ン パ 節 が描出さ れ る こ と 自体 は

異 常で は なく 描出さ れ た リ ン パ 節構造た異常が な け れ

ば 後者 の 様 な リ ン パ 節描出 も異常 と は言え な い と述 べ

て い る . ま た B al t a x e
用l
は胸 廓内に 異常 を認 め ない 症

例 で 傍気管リ ン パ 節が描出さ れ た 3 例 に つ い て 報 告

し , 胸 管と 気管支縦隔 リ ン パ 系と の 関連性 に つ い て 正

常胸管で も 弁機能不全 に よ っ て 通 常 は機能 を持た ない

副 側 路か ら正 常例 で も容易 に 逆 流す る と考 え て い る .

山口
l 別
は 実験犬に お い て 胸管 を上方で 結歎 す る こ と に

よ っ て 胸 管か ら 多数の 副行路 の 形成 を示 した . 以上胸

管 に は 通 常で は造影 さ れ な い 他 の 縦隔内 リ ン パ 系と の

吻 合枝が 正 常 で も存在す る と考 え ら れ弁の 単な る機能

不 全 . 胸 管 内圧 の 変化 に よ っ て 時に は こ れ らか ら 造影

さ れ る こ と も あ る . 従 っ て 造影さ れ た こ と自体 は病的

状態 と判定 は で き な い と 言う こ と に な るが . こ の 様な

経路 の 存 在は癌 の リ ン パ 行性転移の 経路 を理 解す る 上

で 考慮 す べ き こ と で あ る .

一 方胸 管走 行中に み られ る s e g m e n t al p l e x u s あ る

い は 鳥形 成と い わ れ る部位 に 一

致 し て 描 出さ れ る リ ン

ノ噸亨は胸管の介在リ ン パ 節と考えられ胸管以外 の 縦隔 内リ

ン ノヾ系の リ ン パ 節が描出さ れ る機転と は違う . 本研 究

で は 1 例 を 除 き pl e x u s と
一

致 して み られ た の で , こ

れ らの リ ン パ 節 は胸管の 介在リ ン パ 節が描出さ れ た と

考え た . 文献 上 . X 線学的検索 に よ る胸管の 介在リ ン

パ 節だ け を扱 っ た報告 はな い が . 肉眼解剖学的検索 で

は忽 那
ヰ1
の 6 2 . 5 % , 平城

9I
の 53 .7 % に 介在 リ ン パ 節 を

こ

.:･=∴
∵

こ
l
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認 め たと す る 報告 が あ る . ま た こ の 両者 を分 け ない 縦

隔 リ ン
パ 節 描出頻度 は W i r th

7) の 4 .5 % . N e g u s
20 J

は上 縦隔で 12 . 0 % , 下縦隔で 20 . 4 % が あげ られ る .

ま た C h a
削
は 23 . 9 % に 認 め 破格 を持 っ 胸管の 89 .2 %

に 描 出さ れ た こ とか ら破格胸管 に 高頻度 に 描出さ れ る

と 強調 して い る . 本研 究で は胸管の 介在 リ ン パ 節の 描

出頻度 は24 .2 % で あり ∴縦 隔 リ ン パ 節描出 と す れ ば

25 . 0 % で あ っ た . ま た破格胸管で は 45 . 8 % . 正常型

胸 管で は 19 . 8 % に 描出さ れ た . C h a
8】
の 報告は縦隔 リ

ン パ 節 が 高 頻度 に 描 出 さ れ る s e g m e n ta l pl e x u s

f o r m a ti o n を持 っ 胸 管を 破格胸管と し て 扱 っ て い る

ため に . 破格胸 管の 縦隔 リ ン パ 節描出の 頻度は高 い が ,

縦隔リ ン パ 節 の描 出頻度に は差 はな い . ま た肉眼解剖

学的研 究 に お け る介在リ ン パ 節の 検 出率 と Ⅹ 線学的

な描出率 との 差 は リ ン パ 節 の 造影度 が種々 の 条件 に よ

っ て 変り . 一 定で は な い こ と を 意味す る .

鎖骨 上寓 リ ン パ 節の 描 出頻度は 胞 管終末部の 数の 遵

い に よ っ て 異 なり 単管関口で は 7 . 9 ‰ 重 複開 口で は

46 . 7 % , 三 重櫨 開 口以 上で は 82 . 7 % で あ っ た . 全体

か ら み れ ば鎖骨上 窟リ ン パ 節の 描 出頻度 は 58 .3 % で

あ っ た . 文献的に は W i r th
7J
の 4 2 % . N e g u s の 5 5 . 5

% と の 報告を み る が , 肉眼 解剖学的研究 に よる 胸管開

口直 前の 介在 リ ン ′ヾ節 い わ ゆ る Vi r c h o w 氏リ ン パ 節

を確 認 した 頻度 と し て 忽 肘
I
の 28 . 9 % と い う 報告が あ

る . し か し Ⅹ 線学的研究者間の 頻度 に は大さ な 差 は な

い が . 肉眼解 剖学 的研 究と の 差 は Ⅹ 線学 的研 究で は逆

行 性 に 描 出さ れ たと 思 わ れ る下位頚部リ ン パ 節を含ん

だ 数値 と考 え ぎ る を 得 ない . 従 っ て 本研究に お い て も

胸 管終末郎 の 開 口数 に よ っ て リ ン パ 節の 描出頻度 に 遠

い は あ る が . それ らの リ ン パ 節 を鎖骨
_
上窃 リ ン パ 節と

は断定 し得な い .

皿 . 胸管 の 走 行位置 に 関 す る観 察

胸 管 は 起始郎の 乳 ビ槽 の 高さ で は ほ ぼ 体中心 に 位置

し 徐 々 に 左方 に 位置 を 変え横隔 膜の 大動脈裂 口 に 達 す

る ま で は 大動脈 壁 と 離れ て 走 行 す る . 胸 腔 内に 入 っ た

胸 管は大動脈の 右側後線に 接 し上 行 し 第4 胸 椎 ある い

は 第 5 胸 椎 の 高さ で 大 動脈 は続行す る た め に 大 動脈か

ら離れ 食道 と 胸 椎 の 間 隙を上行 す る 様に な る . 第2 胸

椎の 高 さ に 達 す る と 左鎖骨窟の 前方 を境切 り左静脈角

に 開 口す る
川 21 卜 2 3一

本研 究 は 大動脈右側後線 に 位置 す る胸 管が 観察項目

( 性 肌 年令 臥 大動脈 延 長の 程度別 . 胸廓巾の 大小

別) で どの 様に 変るか を胸 部正 側 X - P で 胸管と胸椎 と

の 距 離 を 計測す る こ と に よ っ て 観察 し た . こ の こ と は

種 々 の 病 的状態 に お い て み ら れ る偏位 した 胸 管の 走行

位置 の 判定 に 重要 な意義を持っ との 考え に 基ず く観察

27

で あ る . 正 面 像 で 検 討し た結果 は表9 , 1 0 , 1 1 , 1 3 ,

に そ れ ぞ れ の 観 察項 目別に まと め 図 6 は それ ら の 平均

値を 示 し た も の で あ る . 側面像で の 検討結果 は同様 に

表14 , 1 5 , 1 6 . 1 8 , 図8 に 示 した . さ ら に陶 管 と 胸部

大動脈 の 位置関係 が 大動脈延長の 程度 に よ っ て 生 ず る

影響 を胸 部正 側 X - P に て 胸管と胸部大動脈 と の 距離

を計測 す る こ と に よ っ て 検討し た . 正面像 で の 検討結

果 は蓑 12 , 図 7 , 側面像で は表17 , 図 9 に 示 し た . こ れ

まで に こ の 様な胸 管の 走 行変化に 関 して 述 べ られ た論

文 は な い .

男性は 女性に 比 べ 胸管 は正面像 に お い て t よ り 正中

側を 走行 し . 側面像で は胸椎か らよ り前方 に 離れ て 走

行 す る傾向を示 し た . こ の こ と は胸廓巾の 大小で 得 ら

れ た 結果 と煩似 し男女の 胸廓巾の 大壷さ の 速い に よ る

も の と考 え ら れ る .

年令別 に よ る 胸 管の 走行の 変化 は 正 面像 で は 左方

へ
. 側面 像で は後方に 位置を変え る様 に な る . こ れ ら

の 結 果 は大動脈延長の 程度別に よ っ て 得ら れ た結果と

極 め て 類似性を示し そ の 変化は より 著明で あ っ た . す

な わ ち加令 に 伴い 進行 する 大動脈延長に よ っ て 胸管の

走 行 はか なり の 影響 を受 ける と い う こ と を意味す る .

しか も胸 管の 変化 が最 も 著し い 部位は大動脈の 延 長が

最 も顕 著 な部位 に 一

致 し , 正面像で は は ぼ第7 胸椎 の

高さ で あ り . 側面 像で は大動脈が下行大動脈に 移行す

る 第4 . 第5 胸 椎 の 高さ で あ っ た .

一 方 , 大動脈 と胸管

と の 距 離は大動脈延 長 が進 む に つ れ 増 す 傾向が 正 面

像 ･ 側面像 と も に み ら れ た . 大動脈自休の 太さ に 変化

が 生ず る と は考え られ ず , 通 常胸部大動脈 の 右側後縁

を 走 行 す る胸 管が 徐々 に 大動脈の 延長に つ れ大動脈 右

側後緩 か ら離 れて 走 行す る と 考え られ る , す なわ ち 胸

管は大動脈 の 延 長 に よ っ て か な り影響 を受 け胸部大動

脈 の 動 きと 同 じ方向に 移動す る が . 大動脈自体の 動 き

に は つ いてゆけず, ある程度延 長した大動脈と は 離れ て

走 行 す る と 推 測さ れ る .

結 論

K i n m o n t h 法 に よ る リ ン パ 管造影法で 胸 管の 形 態 .

リ ン パ 節描 出 , 走行 位 置 に つ い て レ ン ト ゲ ン 的観 察を

行 い 次 の 様 な結論 を得た .

1 . 胸 管 の 形 態 に 関 す る観察

1 ) 胸 管の 全 体像を形態別 に 正 常型 ( 80 . 0 % ) 右側

塾 ( 0 ･ 8 % ) , 完 全 重 複 型 ( 0 . 8 % ) . 左右 Y 型 ( 1 0 .0

% ) t 左 Y 型 ( 5 . 0 % ) , 逆 Y 型 ( 3 .3 % ) の 6 形態に 分

類し た ･ 正 常型 以 外は破格胸管 で あ り , そ の 頻 度 は

20 . 0 % で あ っ た .

2 ) 乳 ビ槽 は第1 腰 椎か ら 第2 腰椎ま で の 高さ に 位
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置 す る こ とが 多 い . ま た第2 腰 椎下線以 下に は認 め な

か っ た .

3 ) 胸管 の 走 行中 に み ら れ る s e g m e n ta l pl e x u s

f o r m a ti o n は破格 を持? 胸管 に 65 . 2 % と 多く み ら れ

た . ま た p l e x u s は主 幹を有 す る型 ( 55 . 3 % ) と 主幹

を有さ な い 塾( 44 . 7 % ) に 分け ら れ た . しか し p l e x u s

の 位置 に 特徴 は み ら れ なか っ た .

4 ) 胸管終末部を単管開口 , 重 複開口 , 3 重複 開 口

以 上 の 3 つ に 分類し た . そ の 頻度 は 3 重複 開 口 以 上

( 61 .4 % ) , 単管開口( 28 . 8 % ) , 重複開口 ( 11 . 4 % )

で あ っ た . しか し なが ら胸管終末部 は リ ン パ 管造影法

で はそ の 全休像が明 らか に な っ た と は考え に く い .

2 . リ ン パ 節描 出に 関す る観察

1 ) 縦 隔リ ン パ 節 の描 出頻度 は破格胸管 に 高い . 描

出さ れた リ ン パ 節 の は と ん ど が s e g m e n t al pl e x u s

f o r m a ti o n の 部位 に 一 致 して み られ た . そ の 他の 縦隔

リ ン パ 節 の 描出 は右傍気管 リ ン パ 節が描出さ れ た 1 例

に の み観 察さ れ た .

2 ) 鎖 骨 上窟 リ ン パ 節 の 描出頻度 は終末胸管の 開 口

数が 多い も の は ど高か っ た . しか し なが らリ ン パ 管造

影法で は鎖骨上高 リ ン パ 節 ばか り で なく 周 辺 の リ ン パ

系 の リ ン パ 節を も描出す る可能性 が あ り正確な鎖 骨上

尾 リ ン パ 節の 描 出と は考え に く い .

3 . 胸管の 走行位置 に 関する観察

1 ) 胸 廓巾の 大き い 男性 は , 胸 廓巾の 小 さ い 女性 に

比 べ 胸管 の 走 行 は正面 像で や や 正中よ り を走 行 し , 側

面 像で は より 前方を走 行す る傾向を示 した .

2 ) 加令 に 伴う 大動脈の 延 長 に よ っ て 胸部大動脈 は

正 面 像 で は左方 に , 側面像 で は後方 に 移動 し, そ の 影

響 に よ っ て 胸管 の 走 行も ま た胸部大動脈と同 じ方向に

移動す る . そ の 変化の 最も著 し い 部位 は大動脈延長 が

顕 著 な部位に
一 致 し , 正 面像 で は第 7 胸椎を 申JL ､ と し

た部位で あ り , 側面像で は第 4 . 第 5 胸 椎の 高さ で あ っ

た . ま た胸 管の 移動距離 は大動脈 の 移動距離 より短く,

こ れ は胸 管が 大動脈延長 に よ る大動脈自体 の 動 き に か

な り 影響 は され るが大動脈の 動 き に は つ い て ゆけ ず ,

徐 々 に 胸部大動脈 の 右側後縁か ら離れ る も の と考え ら

れ る .

4 . 臨床 的に 胸 管の 異常 と読影す る可能性と し て 次

の も の が考え られ る .

1 ) 胸 管走行中に み られ る リ ン パ 節描出

2 ) 胸 管終末部の 形状

3 ) 胸 管の 蛇 行

し か し , こ れ らは次 の 様な 壕合で は正常 と考 え る べ

き で あ る と本研究結果 より 結論で き る .

1 ) S e g m e n t al pl e x u s f o r m a ti o n に
一 致 し て み

谷

ら れ , 胸 管の 介在 リ ン パ 節 と考 え られ る症 例 .

2 ) 胸 管終末部 は破格の 頻度が 多 く リ ン パ 管造影

上 , 同部の 観 察 に は慎重を要す.

3 ) 大動脈延 長 に よ っ て 胸管の 走 行 に 変化が く る .

しか し胸部大動脈 と同 じ方向 へ 移動する と い う 規則性

が 認 め ら れ る .

稿 を終 え る に あ た り . 御指導 . 御校閲を 賜わ っ た 恩師高島

力教授 に 深甚 の 謝 意を表 し ます . ま た本研究 の 遂行 にあた り .

御 協力を 賜 っ た 教室旦各位 に感謝致 しま す .
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P h o t o 2 : R i g h t s i d e d t y p e o f T D .

l ef t ; A - P v i e w . r i g h t ; 1 a t e r a l v i e w .
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P h o t o 3 : C o m p l e t e d u p li c a ti o n o f T D .

l ef t ; A - P v i e w . ri g h t ; l at e r a I v i e w .
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P h o t o 4 : R i g h t a n d l ef t Y s h a p e d ty p e o f T D ,
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P h o t o 5 = L e ft Y s h a p e d ty p e of T D .

1 e f t ; A -P v i e w . r i g h t ; 1 a t e r al v i e w .
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Ph o t o 6 : I n v e r t e d Y s h a p e d ty p e o f T D .

1 e ft ; A ･ P v i e w . r i g h t ; 1 a t e r al v i e w .
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P h o t o 7 : S e g m e n t al pl e x u s f o r m a ti o n .

1 ef t ; W i t h m a i n d u c t . ri gh t ; W i th o u t m ai n d u c t .


